
ク ロ ー ド ・モ ネ の1886年 の ベ リ ー ル 滞 在

賀川恭子

1870年 代 に グ ル ー プ 展 を 開 催 し た 印 象 派 の 主 要

な 画 家 た ち は 、1880年 代 に な る と新 た な 方 向 を模

索 す る よ う に な る 。 全8回 の グ ル ー プ 展 す べ て に

参 加 し た カ ミ ー ユ ・ピサ ロ(1830－1903)は 、 若

手 画 家 た ち の 点 描 技 法 を 取 り入 れ る よ う に な っ た 。

グ ル ー プ展 へ の 出 品 を や め て サ ロ ン に復 帰 した ピ
エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト・ル ノ ワ ー ル(1841－1919)は 、

ア ル ジ ェ リ ア や イ タ リ ア を 旅 行 し て 巨 匠 た ち の 作

品 を学 ん だ の ち 、 い さ さ か 硬 い 画 風 で 描 く よ う に
な っ た 。

ク ロ ー ド ・モ ネ(1840－1926)に と っ て の1880

年 代 は しば しば 苦 闘 の10年 間 と称 され 、 こ の 時 期

自分 の 作 品 に 対 す る不 満 を 手 紙 に記 して い る 。 モ

ネ も グ ル ー プ 展 を 離 れ た ひ と りで 、 こ の 時 期 に 国

内 外 、 と り わ け ノ ル マ ンデ ィ ー 地 方 を 頻 繁 に 旅 行

した 。1884年 に は 北 イ タ リ ア の リ ビ エ ラ を、1886

年 に は ブ ル タ ー ニ ュ 地 方 の 島 ベ リ ー ル ・ア ン ・メ
ー ル を 訪 れ た 。 ベ リ ー ル 滞 在 中 は毎 日の よ う に 手

紙 を 書 い て ジ ヴ ェ ル ニ ー に い る ア リ ス ・オ シ ュ デ

(1844－1911)へ 、 と き に は 画 商 ポ ー ル ・デ ュ ラ
ン＝リ ュ エ ル(1831－1922)へ 宛 て て 送 っ た 。 そ

の よ う に して 書 か れ た 手 紙70通 ほ どが レ ゾ ネ に掲

載 さ れ て い る 。 モ ネ は孤 独 に 制 作 して い た わ け で
は な く、 滞 在 中 に 出 会 っ た 画 家 との 食 事 や 会 話 を

楽 し ん だ り、11月3日 か ら9日 に 作 家 オ ク タ ー ヴ ・
ミ ル ボ ー(1848－1917)と そ の 妻 ア リ ス(1849－

1913)を 迎 え た り して い る 。 美 術 批 評 家 ギ ュ ス タ
ー ヴ ・ジ ェ フ ロ ワ(1855－1926)と 出 会 っ た の も

こ の 滞 在 中 だ っ た 。

モ ネ の ベ リ ー ル 滞 在 に つ い て は 、 ド ゥニ ズ ・ ド

ゥル ー シ ュ に よ る 詳 細 な研 究 が あ る が 、 本 稿 で は 、
ベ リ ー ル で 知 り合 っ た ジ ェ フ ロ ワ と の 関 係 を 軸 に

して 、 モ ネ の ベ リ ー ル 滞 在 を 考 察 し直 す こ と を 目

的 と す る1)。

き300フ ラ ン を 支 払 っ て い た 。 し か し、 ブ ッ ソ ・

ヴ ァ ラ ド ン商 会 に 勤 め る テ オ ・フ ァ ン ・ゴ ッ ホ は 、

1887年 に は モ ネ の 作 品 一 点 に つ き平 均1,400フ ラ ン

を支 払 う よ う に な る3)。

1886年 の ベ リー ル 滞 在 中 に モ ネ が 制 作 した 作 品

と し て 知 ら れ る の は39点 。 ブ リ ヂ ス ト ン美 術 館 所

蔵 の 《雨 の ベ リ ー ル 》(fig.1)は そ の う ち の 一 点 で

あ る 。
ベ リ ー ル を 描 い た 作 品 の う ち の10点 は 、1887年

5月 か ら6月 に か け て ジ ョル ジ ュ ・プ テ ィ画 廊 で 開

催 さ れ た 、 第6回 国 際 絵 画 展 で 展 示 さ れ た 。1889

年 に 同 じ く プ テ ィ 画 廊 で 開 か れ た モ ネ と ロ ダ ンの
二 人 展 で は 、 ベ リ ー ル の 作 品13点 が 展 示 さ れ た 。

1887年 に ロ ン ドン の グ ル ー プ 展 で 、1889年 の ブ リ
ュ ッセ ル の 二 十 人 会 展 で も、 モ ネ は ベ リー ル を 題

材 と し た作 品 を 展 示 した 。

《雨 の ベ リ ー ル 》 は 、 プ テ ィ 画 廊 で の 展 覧 会 に

出 品 さ れ る こ と な くモ ネ の 手 元 を 離 れ た 作 品 だ っ
た 。 こ の 作 品 の 記 録 が 最 初 に み ら れ る の は 、 ブ

ッ ソ ・ヴ ァ ラ ド ン 商 会 の 台 帳 で あ る4)。 ブ ッ ソ ・

ヴ ァ ラ ド ン商 会 の1887年 の 売 買 記 録 を み る と 、

18557番 に 「ベ リ ー ル 、 雨 の 効 果 」 と 題 さ れ た モ

ネ の 作 品 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 作 品 が 作 家 か ら

直 接 購 入 さ れ た こ と 、1887年5月23日 に1,800フ ラ
ンで ク ラ ピ ッ ソ ン に 売 却 さ れ た こ と も、 台 帳 に記

さ れ て い る 。

1.《 雨 の ベ リ ー ル 》 の 来 歴

1880年 代 に モ ネ の 作 品 の 価 格 は 上 昇 し、 デ ュ ラ

ン＝リ ュ エ ル 画 廊 が ア メ リ カ の 絵 画 市 場 を タ ー ゲ

ッ ト とす る 一 方 、 ジ ョル ジ ュ ・プ テ ィ画 廊 や ブ ッ

ソ ・ヴ ァ ラ ド ン 商 会2)が モ ネ に 興 味 を抱 く よ う に

な っ た 。 モ ネ は 特 定 の 画 廊 で 自 分 の 作 品 が 専 売

的 に扱 わ れ る こ と を 望 まず 、 画 商 同 士 を競 わ せ た 。

そ の 戦 略 は作 品 の 売 買 金 額 に 影 響 を 与 え た 。1881

年 に は デ ュ ラ ン＝リ ュ エ ル が モ ネ の 絵 画 一 点 に つ

fig.1

ク ロ ー ド ・モ ネ 《雨 の ベ リ ー ル 》
1886年 、 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス 、60.5×73.7cm、

石 橋 財 団 ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館
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そ の 後 ク ラ ピ ッ ソ ン の 手 を 離 れ た 《雨 の ベ リ
ー ル 》 は 、 デ ュ ラ ン＝リ ュ エ ル 画 廊 や ベ ル ネ ー ム
＝ジ ュ ヌ 画 廊 を 経 て 、 戯 曲 作 家 ジ ョ ル ジ ュ ・ フ

エ ドー の 所 蔵 と な る5)。 フ ェ ドー は1901年 、1902

年 、1903年 の3回 に わ た り、 自 ら の 収 集 し た コ レ

ク シ ョ ン の 一 部 を 手 放 して い る。 一 度 目の 売 り立

て は1901年2月11日 、 会 場 は パ リ の オ テ ル ・ ドル

オ 、 競 売 吏 は ポ ー ル ・シ ュ ヴ ァ リエ 、 鑑 定 人 は ベ
ル ネ ー ム ＝ジ ュ ヌ 画 廊 。 売 り立 て カ タ ロ グ の 表 紙

に は 「ジ ョ ル ジ ュ ・フ ェ ドー 氏 の コ レ ク シ ョ ン の

現 代 絵 画 、 水 彩 、 グ ワ ッ シ ュ 、 パ ス テ ル 、 素 描 の

カ タ ロ グ 」 と記 さ れ 、 絵 画97点 と紙 作 品39点 の 合

計136点 の 基 本 情 報 が 掲 載 さ れ て お り、 一 部 図 版

掲 載 さ れ て い る作 品 も あ る 。 《雨 の ベ リ ー ル 》 は
73番 に 「ベ リー ル の 岩 場 」と い う題 名 で 載 っ て い る。

現 在 フ ィ ラ デ ル フ ィ ア 美 術 館 が 所 蔵 す る 競 売 カ タ
ロ グ の 書 込 に よ れ ば 、 こ の 作 品 は5,500フ ラ ン で 落

札 さ れ た6)。
フ ェ ドー の 売 り立 て の の ち 、 《雨 の ベ リ ー ル 》

は ジ ョル ジ ュ ・ヴ ィ オ の 手 元 に 渡 り(フ ェ ドー の

売 り立 て で 購 入 し た か は 不 明)、 ウ ィ ル ヘ ル ム ・
ハ ンセ ン の コ レ ク シ ョ ン に 入 る 。 ハ ン セ ン の 所 蔵

品 を展 示 す る オ ー ドロ ッ プ ゴ ー 美 術 館 が 開館 し た

1918年 、 こ の 作 品 に は 「Klipperne　ved　Port　Coton,

Belle­Isle，Regn og Stormポ ー ル ・コ ト ンの 岩 、ベ

リ ー ル 、 雨 や 嵐 」 の タ イ トル が つ け られ て い た7)。

目 録 に は 図 版 掲 載 が な い も の の 、 当 時 の 新 聞 に

掲 載 さ れ た 写 真(fig.2)に は 本 作 品 が 認 め ら れ る 。
1922年 、 財 政 的 な 問 題 に よ りハ ン セ ン は 彼 の コ レ

ク シ ョ ン の 一 部 を手 放 し、モ ネ の 《雨 の ベ リ ー ル 》

を 含 む35点 は 松 方 幸 次 郎 の 所 蔵 と な る 。 ブ リヂ ス

ト ン美 術 館 は1953年 に松 方 幸 次 郎 の 遺 族 か ら作 品

17点 の 寄 託 を 受 け た 。 そ れ ら は1984年 に 返 還 さ れ

た が 、《雨 の ベ リー ル 》 は 同 年 遺 族 か ら寄 贈 さ れ た 。

後 、 島 は 王 領 と な っ た 。 ブ ル タ ー ニ ュ は 、1660年

以 降 、 経 済 的 に も政 治 的 に も衰 退 期 を 迎 え 、 ル イ

14世 登 場 後 は 国 王 権 力 の 直 接 の 介 入 を免 れ な く な

る の だ が 、 ベ リ ー ル で も状 況 は 同 じ だ っ た 。 七 年

戦 争 が 勃 発 す る と 島 は1761年 に イ ギ リ ス に 支 配 さ

れ 、1763年 に フ ラ ンス に 返 還 さ れ る 。1848年 か ら

1857年 ま で の あ い だ 、 島 の 要 塞 は 牢 獄 と して の 機

能 も果 た し て い た 。
19世 紀 前 半 に な る と、 ブ リー ズ が ブ ル タ ー ニ ュ

を舞 台 と した 抒 情 詩 『マ リ ー』(1831年 刊)を 、 ス
ー ヴ ェ ス トル が 農 民 を題 材 と し た 小 説 『最 後 の ブ

リ ト ン人 』(1836年 刊)を 発 表 す る な ど 、 文 学 の 分

野 で ブ ル タ ー ニ ュが 注 目 さ れ 、ロ マ ン 主 義 的 な 「異

国 情 緒 」 が 押 し 出 さ れ た8)。ギ ュ ス タ ー ヴ ・フ ロ
ー ベ ー ル(1821－1880)は 、 友 人 マ ク シ ム ・デ ュ ・

カ ン(1822－1894)と と も に1847年5月1日 か ら約

3ヶ 月 に わ た り、 ブ ル タ ー ニ ュ 地 方 を 主 に徒 歩 で

ま わ っ た 。 二 人 の 共 同執 筆 に よ る ブ ル タ ー ニ ュ紀

行 は 『野 を越 え 、 浜 を 越 え 』 と い う 題 名 で1886年
に 出 版 さ れ た9)。二 人 は 徒 歩 で 旅 行 し た が 、19世

紀 の フ ラ ン ス で は 鉄 道 網 が 整 備 され 、 人 び と は よ

り気 軽 に 遠 出 で きる よ う に な っ た 。 第 二 帝 政 期 に
は 、 ブ ル タ ー ニ ュ の 海 岸 地 域 は 観 光 客 用 に 整 備 さ

れ 、 観 光 客 の た め の 旅 行 ガ イ ドが 刊 行 さ れ た 。 フ

ラ ン ス で は1832年 に最 初 の 路 線 が 開 業 し、1842年

に フ ラ ン ス 幹 線 鉄 道 建 設 法 が 制 定 され た 。 パ リ と
ノ ル マ ン デ ィー 地 方 、 ブ ル タ ー ニ ュ 地 方 を つ な ぐ

鉄 道 網 も整 備 さ れ 、1864年 に は サ ン ・マ ロ 、1865

年 に は ブ レ ス トが 鉄 道 で パ リ とつ な が っ た 。 幹 線

網 の 建 設 は1880年 頃 に は ほ ぼ お わ っ た 。 鉄 道 の お
か げ で 、 郊 外 へ 向 か う 人 び と の 利 便 性 は 大 い に 高

ま っ た 。

2.ベ リ ー ル ・ ア ン ・ メ ー ル

キ ブ ロ ン 半 島 か ら14キ ロ の 沖 合 に 浮 か ぶ ベ リー
ル ・ア ン ・メ ー ル は 小 さ な 島 で あ る も の の 、 フ ラ

ン ス 北 西 部 の ブ ル タ ー ニ ュ地 方 で も っ と も大 き な

島 で 、長 さ約17キ ロ、幅 約9キ ロ 、面 積 約85km2であ る 。

中 世 以 降 、 島 は 修 道 院 の 所 有 と な っ て い た が 、 ア
ン リ2世(在 位:1547－59)の 治 世 下 に 「侯 爵 領 」

と さ れ た 。 ル イ14世(在 位:1643－1715)の 財 務

官 ニ コ ラ ・フ ー ケ(1615－80)は 、 こ の 島 の 所 領

者 と な る と 、 港 を整 備 し 、 要 塞 を 建 設 した 。 こ の

要 塞 の 建 築 に 関 わ っ た の は 、 ル イ14世 に 仕 え た 軍

事 技 術 者 で 、 近 代 的 な 要 塞 の 築 城 法 を体 系 化 した

ヴ ォ ー バ ン(1633－1707)だ っ た 。 フ ー ケ の 失 脚

fig.2

新 聞 に 掲 載 さ れ た 展 示 風 景 、1918年
(右 上 が 《雨 の ベ リ ー ル 》)

引 用 典 拠:“Ordrupgaard­Samlingen,”Illustreret Tidende no.38,
1918,p.530.
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ノ ル マ ン デ ィ ー 地 方 の 温 泉 町 フ ォ ル ジ ュ ＝レ ゾ
ー に 滞 在 中 の モ ネ は 、 画 商 ポ ー ル ・デ ュ ラ ン＝リ
ュ エ ル へ 宛 て た1886年9月1日 付 の 手 紙 で 、 「し ば

ら くジ ヴ ェ ル ニ ー に 滞 在 した の ち に ブ ル タ ー ニ ュ

か エ トル タ へ 行 く予 定 で す 」 と 伝 え て い る10)。同

じ くデ ュ ラ ン＝リ ュ エ ル 宛 て の9月3日 付 の 手 紙 で

は 「明 後 日の 日曜 日 、 エ トル タ へ 向 け て 出 発 す る
つ も りで す 。 ル ー ア ン で 息 子 の 試 験 が あ り ま す の

で 、 エ トル タ に10日 間 か ら12日 間 と ど ま る 予 定 で

す 。 数 日 か け て 、 エ トル タ の 海 景 画 を1～2枚 仕 上

げ ら れ れ ば と 思 い ま す 」 と述 べ て い る11)。し か し

予 定 と は 異 な り、9月12日 、 モ ネ は ベ リ ー ル に 到

着 し た 。 「[ベ リー ル に]到 着 し ま した 。 エ トル タ

で 制 作 の 最 中 と信 じて い た あ な た を 驚 か せ た こ と

で し ょ う。 フ ォ ル ジ ュ＝レ ゾ ー に 戻 っ て か ら体 調

が 悪 か っ た た め 、 エ トル タへ 行 か な い で 数 日経 っ

て か ら 、 あ の 有 名 な ブ ル タ ー ニ ュ を 旅 行 し よ う と

突 然 思 い 立 ち ま した 」 と 画 商 に 伝 え 、 エ トル タ の

海 景 画 を 完 成 さ せ て い な い こ と を、 悪 び れ もせ

ず に 告 白 し た12)。モ ネ の ベ リ ー ル 行 き に は 、 先 人
の 足 跡 を た ど る 意 味 合 い が あ っ た の か も し れ な い 。

先 に言 及 し た フ ロ ー ベ ー ル と デ ュ ・カ ン の ブ ル タ
ー ニ ュ 紀 行 をモ ネ は所 有 し て い た13)。

ベ リー ル で モ ネ が 最 初 に 滞 在 した の は 島 の 北 東

岸 に 位 置 す る 中心 地 ル ・パ レ だ っ た が 、 こ こ は あ
ま りに も都 会 す ぎ て 興 味 を 惹 か な か っ た 。 そ の た

め 彼 は 、9月15日 以 降 、 島 の 西 側 の 小 さ な 村 ケ ル

ヴ ィ ラ ウ ア ン14)に滞 在 す る こ と を 決 め た 。 ア リス ・
オ シ ュ デ に は 次 の よ う に 説 明 し て い る:「 明 日 の

朝 に 町 を 発 ち 、8軒 か ら10軒 の 家 か ら な る 小 さ な

集 落 に 滞 在 す る こ と に し ま し た 。 『ラ ・メ ー ル ・

テ リ ー ブ ル(恐 ろ しい 海)』 と 呼 ば れ る 場 所 の そ

ば で す 。10キ ロ 四 方 に 木 は な く、 魅 力 的 な洞 窟 と

岩 場 が あ り ま す 。 不 吉 で 、 恐 ろ しい の で す が 、 と

て も美 しい の で す 。 同 じ もの を他 で 見 つ け る こ と

は で き な い で し ょ う。 こ こ で 絵 を 何 枚 か 制 作 した
い と 思 い ま す 。 で す か ら明 日 は 仕 事 を す るつ も り

で す 」15)。こ の 土 地 を 気 に 入 り、 制 作 に 励 ん だ モ

ネ は11月14日 に46歳 の 誕 生 日 を 迎 え 、11月25日 に

島 を 離 れ た 。 お よそ2ヶ 月 の 滞 在 だ っ た 。

ー ル ・セ リ ュ ジ エ(1864­1927) 、 モ ー リ ス ・ ド
ニ(1870－1943)ら と と も に 制 作 し 、 の ち に ポ ン
＝タ ヴ ェ ン 派 と呼 ば れ る よ う に な る 。 彼 ら は ブ ル
タ ー ニ ュ の 風 景 や こ の 土 地 特 有 の 衣 装 を 身 に つ け

た 人 び と を描 い た 。 こ の 時 期 、 前 衛 的 な 画 家 た ち

の み な らず 、 保 守 的 な 画 家 た ち もブ ル タ ー ニ ュ を

画 題 と し た 作 品 を 制 作 しサ ロ ン に 出 品 して い だ17)。

彼 ら の 作 品 は 、 ブ ル タ ー ニ ュ の 民 族 性 を 強 調 して
い る と言 え よ う 。

モ ネ が ベ リ ー ル で 手 が け た 作 品 は 、 《ポ リ ー の

肖像 》(fig.3)を の ぞ け ば 風 景 画 、 そ れ もほ とん ど

が 海 景 画 で あ り、 民 族 的 な要 素 は そ れ ほ どあ ら わ

れ て い な い 。 モ ネ が 島 の 中心 地 で は な く、 西 側 の

「ラ ・メ ー ル ・テ リ ー ブ ル 」 を 題 材 と し て 選 ん だ
理 由 の ひ とつ に は 、 この 土 地 特 有 の 風 景 を 見 出 し

た こ と が あ げ ら れ る だ ろ う 。9月18日 付 の 手 紙 で

モ ネ は 述 べ て い る:「 こ こ は 素 晴 ら し い の で す が 、

私 に な じ み の あ る 英 仏 海 峡 の 自 然 と は だ い ぶ 異 な
っ て い ま す 。海 は と て も美 しい 。岩 に 関 して 言 え ば 、

洞 窟 と 奇 妙 な か た ち の 尖 岩 が 集 ま っ て い ま す 。 こ

れ らの 扱 い に は 時 間 が か か りそ う で す 。 そ れ で も

や っ て み ます 。 努 力 して み ま す 」18)。彼 は こ れ ま で
み た こ と の な い風 景 に興 味 を 持 ち 、 絵 の 題 材 と し

3.描 か れ た 嵐

ブ ル タ ー ニ ュ を 訪 れ た 画 家 と し て す ぐ に 思 い 出

さ れ る の は 、 ポ ー ル ・ ゴ ー ガ ン(1848­1903)で

あ ろ う16)。1886年7月 か ら10月 に か け て ゴ ー ガ ン は

初 め て ブ ル タ ー ニ ュ の 小 村 ポ ン ＝タ ヴ ェ ン を 訪 れ

る 。 こ こ で 出 会 っ た エ ミ ー ル ・ベ ル ナ ー ル(1868

－1941) 、 シ ャ ル ル ・ ラ ヴ ァ ル(1861­1894)、 ポ

fig.3
ク ロ ー ド ・モ ネ 《ポ リ ー の 肖 像 》1886年 、油 彩 ・

カ ン ヴ ァ ス 、74×53cm、 マ ル モ ッ タ ン ・モ ネ

美 術 館
引 用 典 拠:「 マ ル モ ッ タ ン ・モ ネ 美 術 館 所 蔵
モ ネ 展 』(展 覧 会 図 録)東 京 都 美 術 館 、 福 岡 市

美 術 館 、 京 都 市 美 術 館 、 新 潟 県 立 近 代 美 術 館 、

2015­2016年 、89頁 、cat.no.56

80 研究報告



た 。

ド ゥ ル ー シ ュ は 、 モ ネ の 海 景 画 を、 描 か れ た 場

所 に 応 じ て 以 下 の9つ に 分 類 分 け し た19)。

I ポ ー ル ・コ ト ン の 尖 岩 群

Ⅱ　 ポ ー ル ・ ドモ ワ の 入 江

Ⅲポ ー ル ・ ドモ ワ の 島 々

Ⅳ　 ポ ー ル ・グ ー ル フ ァ ー の 岩 場

Ⅴ ラ ・ロ シ ュ ・ペ ル セ(1)

Ⅵ　 ラ ・ロ シ ュ ・ペ ル セ(2)

Ⅶ　 ポ ー ル ・グ ー ル フ ァ ー

Ⅷ ラ ・ロ ッ シ ェ ・ ド ・ リ ヨ ン

Ⅸ　嵐

Iは ポ ー ル ・コ ト ン の 特 徴 的 な 二 本 の 岩 を 描 い

た も の で 、 し ば し ば 日 本 の 浮 世 絵 か ら の 影 響 が 指

摘 さ れ る(W.1084、W.1085、W.1086、W.1087、

W.1088、W.1089)。Ⅱ は 両 端 に 岩 場 を 配 し 、 中 央

に 海 が 広 が る 構 図 で 描 か れ る(W.1098、W.1099)。

Ⅲは ポ ー ル ・ ド モ ワ の 岩 場 が 右 側 に 多 く 配 置 さ

れ る(W.1101、W.1102、W.1103、W.1104、W.

1114)。Ⅳ は ポ ー ル ・ グ ー ル フ ァ ー の 岩 場 が 画 面

を 覆 い 尽 く す か の よ う で あ る(W.1096、W.1097)。

Ⅴは ポ ー ル ・ ドモ ワ と ポ ワ ン ト ・デ ュ ・ タ リ ュ の

中 間 地 点 で 制 作 さ れ 、 画 面 の ほ ぼ 中 央 に ラ ・ル

シ ュ ・ペ ル セ 、 す な わ ち 穴 の 開 い た 岩 が 主 役 然 と

し て 配 置 さ れ る(W.1106、W.1107、W.1108、W.

1109)。Ⅵ で は 、 よ り ポ ー ル ・ ド モ ワ 寄 り の 視 点

と な り 、 島 々 は 水 平 線 上 に か た め ら れ 、 岩 の 穴

は 目 立 た な い(W.1110、W.1111、W.1112、W.

1113)。Ⅶ は ポ ー ル ・グ ー ル フ ァ ー の 岩 場 が 海 を

取 り 囲 む さ ま が あ ら わ さ れ る(W.1093、W.1094、W.

1095)。Ⅷ に は ラ イ オ ン の シ ル エ ッ ト に み え る 特

徴 的 な 岩 が 描 か れ る(W.1090、W.1091、W.1092)。

Ⅸで は 嵐 の た め に 大 き く波 う つ 海 と ポ ー ル ・グ ー
ル フ ァ ー の 岩 場 が 描 か れ る(W.1115、W.1116、W.

1117、W.1118、W.1119)。
ベ リ ー ル に 到 着 した と き に は 天 気 に 恵 ま れ て い

た が 、10月 は 風 雨 や 嵐 で 荒 れ 模 様 に な っ た 。 こ の

時 期 、 制 作 で き な い 不 満 を モ ネ は た び た び 手 紙 に

記 し て い る 。 画 家 ベ ル ト ・モ リ ゾ(1841－1895)

宛 の11月1日 付 の 手 紙 で は 「2ヶ月 近 くこ こ に い ま

す 。 恐 ろ し く、 不 気 味 で あ り な が ら、 と て も 美 し
い と こ ろ で す 。 初 め て 見 た と き に は あ ま り魅 力 的

に 思 え ませ ん で した が 、 海 が と て も美 し か っ た た

め 、 た く さ ん の ス ケ ッチ に打 ち 込 み 、 日 を 追 う ご

と に 感 嘆 させ ら れ る よ う に な り ま し た 。 け れ ど も

天 気 が ひ ど い の で す ！ 雨 と風 の な か で 制 作 し て
い ま す 」20)と述 べ て い る 。

ベ リ ー ル で の 作 品 に は 自 然 の み が 描 か れ て お

り、人 物 や 船 が 描 き こ ま れ る こ とは な い 。 こ の 点 で 、
ベ リ ー ル の 海 景 画 は 、1883年 に エ トル タ で 制 作 し

た 嵐 の 海 景 と大 き く異 な っ て い る 。

た と え ば エ トル タ海 岸 に そ び え る マ ン ヌ ボ ル ト

を 描 い た 作 品(fig.4)で は 荒 々 しい 波 が 打 ち 寄 せ

る な か 、 岩 の 上 に い る小 さ な 二 人 の 人 物 が 頼 りな

さ げ に み え る 。 ま た 《エ トル タの 荒 海 》(fig.5)の

前 景 に は い くつ か の 漁 船 と 二 人 の 漁 師 の シ ル エ ッ

トが 描 か れ て い る 。 こ の よ う に 人 物 が 描 か れ る こ

と で 、 荒 れ 狂 う 自然 に対 峙 し た 人 間 の 弱 さが 強 調

さ れ る 。
一 方 、 先 ほ ど の 分 類 でⅥ に括 ら れ る 《雨 の べ リ

fig.4

ク ロ ー ド ・モ ネ 《マ ン ヌ ボ ル ト》1883年 、 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス 、
65.4×81.3cm、 メ トロ ポ リ タ ン 美 術 館
The　Metropolitan　 Museum　 of　Art,Bequest　 of　William　 Church

Osborn,1951:51.30.5,www.metmuseum.org

fig.5
ク ロ ー ド ・モ ネ 《エ ト ル タ の 荒 海 》1883年 、油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス 、

81×100cm、 リ ヨ ン 美 術 館

引 用 典 拠:Daniel　 Wildenstein,Claude　 Monet:Biographie　 et
catalogue　 raisonne,Geneve,tome　Ⅱ,1979 ,p.101
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ー ル 》(fig .1)の 海 に は 白 い 波 が た ち 、 岩 場 とぶ
つ か り波 しぶ き を あ げ て い る 。 海 の 青 色 に 対 し て 、

波 の 白 色 が 際 だ つ 。 背 景 の 空 と岩 場 は 、 左 上 か ら

右 下 に 向 か う斜 め の 筆 つ か い で 描 か れ 、 雨 の 降 る

様 子 が あ ら わ さ れ て い る。 後 景 に な る に し た が い 、

岩 場 の 茶 色 が 青 み を帯 び て あ ら わ さ れ る 。 空 気 遠

近 法 と で も言 うべ き手 法 で 、 遠 近 表 現 が な さ れ る。
こ こ に は 人 間 も船 な ど の 人 工 物 も描 か れ ず 、 荒 々

し い 自然 の 姿 が 画 面 全 体 に 表 現 さ れ て い る 。 《雨

の ベ リ ー ル 》 や 《ポ ー ル ・コ ト ンの ピ ラ ミ ッ ド岩 、

荒 海 》(fig.6)で の 、 俯 瞰 した 岩 が 荒 海 か ら起 立 す

る 様 子 は 、 広 重 の 浮 世 絵 の 構 図 か らの 影 響 が 指 摘

さ れ る21)。こ の よ う に 自然 と 向 き合 い 、 うつ ろ い

ゆ く 自然 を何 枚 も の カ ン ヴ ァ ス に 描 き とめ る 姿 勢

は 、 そ の 後 の モ ネ の 「連 作 」 に つ な が る 。

4.ジ ェ フ ロ ワ と モ ネ

ベ リ ー ル 滞 在 中 に モ ネ は 、 ギ ュ ス タ ー ヴ ・ジ ェ

フ ロ ワ と は じめ て 出 会 う。 ジ ェ フ ロ ワ は 、1880年

か ら ジ ョル ジ ュ ・ク レ マ ン ソ ー 主 宰 の 『ラ ・ジ ュ
ス テ ィ ス 』 に 参 加 し、1884年 か ら 同 紙 専 属 と し て

美 術 批 評 を寄 稿 し た 。 二 人 の 交 友 は そ の 後 も つ づ

き、 ジ ェ フ ロ ワ は1922年 に モ ネ の 伝 記 を 出 版 す る 。
モ ネ存 命 中 に 刊 行 さ れ た こ の 伝 記 は 「私 は1886年

9月 、 ベ リ ー ル ・ア ン ・メ ー ル で ク ロ ー ド ・モ ネ
と 出 会 っ た 」 とい う一 文 か ら は じ ま る 。 そ して 第

一 章 に 書 か れ る の が 、 ベ リー ル で の 二 人 の 出 会 い
の 場 面 で あ る。 こ の と き ジ ェ フ ロ ワ は ベ リ ー ル で

休 暇 を 過 ご し、 フ ラ ン ス の 革 命 家 オ ー ギ ュ ス ト ・

fig.6
ク ロ ー ド ・モ ネ 《ポ ー ル ・コ ト ン の ピ ラ ミ ッ ド岩 、 荒 海 》

1886年 、65×81cm、 プ ー シ キ ン 美 術 館

引 用 典 拠:Daniel　 Wildenstein,Claude　 Monet:Biographie　 et
catalogue　 raisonne,Geneve,tome　Ⅱ,1979,p.199
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ブ ラ ン キ の 伝 記 の 執 筆 に取 りか か っ て い た 。 宿 屋

で モ ネ を 見 か け た と き に ブ ラ ン キ を 想 起 して い る

の は 、 二 人 の 革 命 家 と して の イ メ ー ジ を 重 ね た た

め か も し れ な い 。 「ひ と 目見 た と き に 、 ほ と ん ど

毎 日の よ う に 見 か け る 漁 師 の ひ と りか と思 っ た 。

風 と 波 しぶ き に 立 ち 向 か う た め に 、 彼 は 漁 師 た

ち の よ う に 長 靴 を は き、 彼 ら と 似 た 服 を 身 に つ け 、

帽 子 を か ぶ っ て い た 」 とい う。 二 人 の は じめ て の

会 話 を ジ ェ フ ロ ワ は 次 の よ うに 記 し て い る 。

挨 拶 を 交 わ した あ と で 彼 に 尋 ね た 。

「画 家 で い らっ し ゃ い ます か?」

「え え。 そ うで す 。」

「そ れ な ら サ ロ ン 出 品 作 の 準 備 の た め に こ こ に
い ら し た の で す か?」

「い い え 。サ ロ ン に は も う 出 品 して い な い の で す 。

あ な た も画 家 なの で す か?」

「い え い え 、 ジ ャ ー ナ リ ス トで す 。 で も、 新 聞

で 美 術 に つ い て の 記 事 を 書 い て い ま す 。 ご 存 じ な
い 新 聞 だ と思 い ま す が 。」

「新 聞 名 は?」

「『ラ ・ジ ュ ス テ ィ ス 』 で す 。」

「そ れ で は 、 ギ ュ ス タ ー ヴ ・ジ ェ フ ロ ワ と い う

お 名 前 で は?」

「そ の と お り。 私 の 名 前 で す 。」

「私 に つ い て お 書 き くだ さ っ た こ と へ の 御 礼 を

お 伝 え し ま し た が 、 改 め て 御 礼 を 言 わ せ て くだ さ
い 。 ク ロ ー ド ・モ ネ と 申 し ま す 。」22)

上 記 の 出 会 い を モ ネ の 側 か ら検 証 し よ う。 ア リ
ス ・オ シ ュ デ へ 宛 て た モ ネ の 手 紙 に も ジ ェ フ ロ ワ

の 名 前 を 見 い だ す こ と が で き る 。1886年10月4日

の 手 紙 で は 、 ジ ェ フ ロ ワ が 、 彼 の 友 人 の 版 画 家 と

そ の 妻 を 連 れ て モ ネ の と こ ろ に 来 た こ と が 記 さ

れ23)、翌10月5日 の 手 紙 で は 、 ジ ェ フ ロ ワが と て も

親 切 で 、 モ ネ の 作 品 に 称 賛 の 言 葉 を 述 べ て く れ る

旨 が 伝 え ら れ る24)。モ ネ の 手 紙 に よ る と 、 二 人 が

出 会 っ た の は10月2日 の こ とで あ る。
ジ ェ フ ロ ワ の 名 前 は 書 か れ て い な い も の の 、 ア

リ ス へ 宛 て た10月2日 付 の 手 紙 に 「今 日 は ひ と つ
の 出 会 い が あ りま した 」 と あ る 。 夕 食 の と き に 食

堂 で 、 い つ もモ ネ が す わ っ て い る席 に 男 性 が す わ

り、 同 伴 の 女 性 と談 笑 し て い た 。 そ の 男 性 は 「私

が 絵 を 描 い て い る こ と を知 っ て い ま し た が 、 私 の

席 を 取 っ て し ま っ た こ と を 詫 び られ 、 ラ フ ァエ リ

を 知 っ て い る か ど うか 尋 ね られ ま した 。 彼 の 親 友

の ひ と り だ そ うで す 。 そ し て 私 の 名 前 を 聞 く と、

慌 て て 強 く手 を握 っ て きて 、 賞 賛 の 言 葉 を 伝 え て

くれ ま した 。 彼 は 『ラ ・ジ ュ ス テ ィ ス 』 の 美 術 批



評 家 で 、 私 に つ い て と て も素 晴 ら し い 記 事 を 書 い

て くれ た こ とが あ り、 私 か ら彼 に御 礼 を伝 え た こ

とが あ っ た の で し た 。 彼 は こ こ で 一 週 間 ほ ど過 ご

す よ うで す 。 こ ん な に も遠 くに 来 て い る の に 、 こ

の よ うな 出 会 い が あ る とは 面 白 い も の で す 」25)。

先 に 述 べ た と お り、 ジ ェ フ ロ ワ に よ る 伝 記 は こ
の 出 会 い を1886年9月 の 出 来 事 と して い る。 け れ

ど もモ ネ の 手 紙 に よ れ ば 、 こ れ は10月2日 の こ と

で あ る 。 こ の 両 者 の 齟 齬 を ど の よ う に捉 え る べ き

で あ ろ うか 。

こ こ で1886年 の ジ ェ フ ロ ワ の 動 き を確 認 した い 。

旅 行 をお え て パ リ に戻 っ た ジ ェ フ ロ ワ は 、 『ラ ・
ジ ュ ス テ ィ ス 』 に 「ベ リ ー ル ・ア ン ・メ ー ル に て 」

と 題 した 紀 行 文 を8回 に わ た り連 載 し た 。1886年

10月17日 に 掲 載 さ れ た 最 初 の 記 事 に は 、 こ の 旅 行

の 期 間 が 一 ヶ 月 だ っ た こ と が 記 さ れ て い る 。 全8

回 の 連 載 で は 、9月22日 の パ リ 出 発 か ら 時 系 列 で
追 い な が ら、 旅 行 の 途 中 に み か け た 風 景 や 人 び と

の 様 子 が 書 か れ る 。 モ ネ の 名 前 が 初 め て 登 場 す る

の は 、 連 載7回 目(1886年10月31日)。 ケ ル ヴ ィ ラ

ウ ア ン に 「現 代 の も っ と もす ぐ れ た 風 景 画 家 の ひ

と り」 で あ る モ ネ が15日 前 か ら滞 在 し て い る こ と

が 、 モ ネ の絵 画 の 説 明 と と も に記 さ れ て い る 。 日

付 は 書 か れ て い な い も の の 、 次 につ づ くの は10月

5日 の 出 来 事 と な っ て い る こ と か ら、 前 日4日 の 出

来 事 と 考 え られ る 。 こ の よ う に して み る と、1886

年 の 『ラ ・ジ ュ ス テ ィス 』 で の ジ ェ フ ロ ワ の 記 述 は 、
モ ネ の 手 紙 と矛 盾 しな い よ う に 思 わ れ る 。

連 載8回 目(1886年11月3日)に は 、10月8日 の

出 来 事 と して 、 風 雨 の な か モ ネ が 制 作 す る 様 子 が

紹 介 さ れ る。

「雨 と風 の な か 、 ク ロ ー ド ・モ ネ が ポ ー ル ・ ド
モ ワ の 大 聖 堂 の 前 で 制 作 し て い る 。 漁 師 た ち と同

じ よ う に 、 長 靴 を 履 き、 セ ー タ ー を 着 て 、 フ ー ド

付 きの レ イ ン コ ー トを 身 に つ け て い る。 と き お り

突 風 が パ レ ッ トや 筆 を 彼 の 手 か ら奪 い 取 っ た 。 イ
ー ゼ ル に は 縄 と石 が 縛 りつ け られ て い た 。 ど ん な
こ とが あ ろ う と も画 家 は 制 作 に 立 ち 向 か っ て い た

が 、 そ れ は ま る で 闘 い だ っ た 。 人 と して 強 い 意 志

と 勇 気 を持 ち 、 芸 術 家 と して 誠 実 さ を 持 ち 情 熱 的

で あ る こ とが 、 現 代 の 誉 れ あ る 独 創 的 な 作 品 を手

が け る 田 園 風 景 画 家 た ち の 特 徴 で あ る 。 モ ネ は こ

の よ う な 画 家 た ち の ト ッ プ ク ラ ス に い る で あ ろ う。

(中 略)ベ リ ー ル で 描 か れ た 作 品 は パ リ で み ら れ
る こ と に な る 。 自然 に 対 す る 感 動 と心 か ら の 愛 情

とで も呼 ぶ べ き も の の お か げ で 、 ク ロ ー ド・モ ネ は 、

変 わ る こ と の な い 線 、 つ か の 間 の 効 果 、 水 と 空 の

境 目 の 曖 昧 な 空 間 、 し め っ た 苔 や 乾 い た 花 々 で 覆

わ れ た 柔 ら か な 大 地 を カ ン ヴ ァス に 再 現 し よ う と

試 み る の で あ る 。」26）

同 時 期 の モ ネ の 手 紙 を 確 認 す る と 、10月8日 付
の 手 紙 で 「昨 日 は と て も残 念 で した 。 と い う の も

天 気 が ひ ど く、 制 作 し た い 思 い は あ る も の の 、 あ

き ら め な け れ ば な ら な か っ た た め で す 」27)とモ ネ
は ア リ ス に 伝 え て い る 。 《雨 の ベ リ ー ル 》(fig.1)

と 関 連 づ け て 考 え ら れ る10月9日 付 の 手 紙 で は 、

以 下 の よ う に 記 して い る。

「昨 日 は 天 気 が 良 く、 今 日 は よ り厳 し い 天 気 で

し た 。 雨 と風 で 海 は 荒 れ 狂 っ て い て 、 外 出 で き ま

せ ん で し た 。 今 朝 は 習 作 を手 が け る こ と しか で き

ま せ ん で し た が 、3、4日 進 め て い る と は い え 、 こ

の よ う に 仕 事 が 中 断 さ れ る こ と は 私 に と っ て 最 悪

で す 。 何 も完 成 で き ま せ ん で した し、 何 枚 か の 絵

は も う 少 しで す 。 退 屈 しの ぎ に 「雨 の 効 果 』 の 素

描 を 描 き ま した 。」28)

多 少 の 悪 天 候 で あ れ ば 戸 外 制 作 を お こ な っ た か

も しれ な い が 、 モ ネ の 手 紙 に よ る と 、 非 常 に 天 候
の 悪 い と き に は 外 出 せ ず 、 作 品 制 作 を 中 断 し て い

た こ と が わ か る 。 そ の こ と を ふ ま え る と、 突 風 で

絵 筆 や パ レ ッ トを 飛 ば さ れ る な か で も制 作 をつ づ

け た と い う ジ ェ フ ロ ワ の 証 言 に は 、 多 少 の 誇 張 が

混 じ っ て い る と思 わ れ る 。

自 然 と 闘 い な が ら 、 自然 を 描 き と め る 画 家 とい

う モ ネ の イ メ ー ジ は 、 ジ ェ フ ロ ワ に よ っ て そ の 後
も 反 復 さ れ る 。 嵐 の な か で 制 作 す る モ ネ の 様 子 を

あ ら わ し た 先 の 文 章 は 、1897年 に刊 行 した 『西 の

国 』29)のみ な らず 、1922年 の 伝 記 に も再 録 さ れ て
い る。 な か で も伝 記 で の 引 用 の 仕 方 は 注 目 に値 す

る 。 「ベ リ ー ル ・ア ン ・メ ー ル で の モ ネ と の 出 会
い に つ い て は す で に 述 べ ま した 。 彼 と と も に 過 ご

して 、 岩 の あ い だ を さ ま よ い 、 彼 が 絵 を描 くの を

見 つ め た 、 あ る 一 日の 夕 方 に 書 い た メ モ を以 下 に

転 記 し ます 」 と 断 わ っ た 上 で 、ジ ェ フ ロ ワ は 、「1886

年9月 」 の こ と と し て 、 先 に 引 用 し た ポ ー ル ・ ド

モ ワ で の 制 作 場 面 を 転 記 して い る 。 こ の こ と は き

わ め て 興 味 深 い 。 とい うの も、 こ の 引 用 の あ と で

ジ ェ フ ロ ワ は 「こ こ に 、1886年10月 の 嵐 の あ い だ 、

彼 を 怯 え さ せ た 海 の 風 景 画 が あ る 。」 と つ づ け て
い る か らで あ る 。 ジ ェ フ ロ ワ は 、 ベ リー ル で 一 週

間 ほ ど を 共 有 した に もか か わ ら ず 、1922年 の伝 記

の な か で は 、 あ た か も ベ リー ル で の モ ネ に 最 初 か

ら寄 り添 い 、 そ の 制 作 を み つ め つ づ け た か の よ う

に ふ る ま っ て い る 。 二 人 の 出 会 い の 場 面 、 モ ネ の

制 作 風 景 の 場 面 を そ れ ぞ れ9月 の こ と と し て 、 実

際 の 出 来 事 よ り も一 ヵ月 前 倒 しす る こ とで 、 ジ ェ

フ ロ ワ は 、 モ ネ と の つ な が り を よ り強 固 に し て い

る。
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ジ ェ フ ロ ワ の1886年11月3日 の 記 事 は す ぐ に 影

響 を 及 ぼ し た と 思 わ れ る。 と い う の も、11月6日

付 の 地 方 紙 『ラ ・フ ァ ー ル ・ ド ・ラ ・ロ ワ ー ル 』

に 、 悪 天 候 の な か 制 作 す る モ ネ の 様 子 が 書 か れ て
い る た め で あ る:「 ベ リー ル の ポ ー ル ・ドモ ワで は 、

ブ ル タ ー ニ ュ の 漁 師 た ち が 驚 嘆 の 眼 差 しで 、 ひ と

りの 男 性 を 見 て い る 。 そ の 男 性 は 、 漁 師 の よ う に

レ イ ン コ ー ト、重 た い 長 靴 、セ ー タ ー を 身 に つ け て 、

嵐 の な か 、 岩 場 に ロ ー プ で 結 び つ け ら れ た カ ン ヴ

ァ ス に 向 か っ て 力 強 く絵 を描 い て い る 。 と きお り

突 風 が 吹 き、 画 家 の 手 か らパ レ ッ トと絵 筆 を奪 い

取 ろ う と す る が 、 決 し て あ き ら め ず に絵 を 再 開 す
る 。 彼 は ク ロ ー ド ・モ ネ 。 うつ ろ い ゆ く嵐 の 輝 き

を 描 き と め よ う と して い る の だ 。 同 じ よ う な 目 的

で 、 か つ て ヴ ェ ル ネ は 自 身 の 身 体 を船 の 帆 柱 に 縛

りつ け た の だ っ た 」30)。

先 に 引 用 し た ジ ェ フ ロ ワ の 記 事 と あ ま りに も 内

容 が 重 な る こ とか ら 、 こ の 記 事 を 記 し た 者 は 、 モ

ネ の 制 作 現 場 に 立 ち 会 っ た の で は な く、11月3日

に 公 開 され た ジ ェ フ ロ ワ の 文 章 を も と に した と 考

え る の が 適 切 で あ ろ う。 こ の 記 事 で モ ネ は18世 紀
の 海 景 画 家 ジ ョセ ブ ・ヴ ェ ル ネ(1714­89)と 重

ね 合 わ さ れ て い る 。 地 元 紙 の 記 事 に ヴ ェ ル ネ が 引

用 さ れ て い る の は 、 モ ネ の 知 名 度 が ま だ そ れ ほ ど

高 く な く、 有 名 画 家 を 引 き合 い に 出 す 必 要 が あ っ

た た め で あ ろ う。 嵐 の 海 で 制 作 す る ヴ ェ ル ネ の 逸

話 は 、 孫 で 画 家 の オ ー ラ ス ・ヴ ェ ル ネ に よ っ て

1822年 に絵 画 化 さ れ 、19世 紀 を 通 じて 繰 り返 し語

られ る こ と と な る31)。ヴ ェ ル ネ の 逸 話 と 重 ね 合 わ

せ ら れ た こ とか ら も 、 ジ ェ フ ロ ワ の 伝 え る モ ネ の

姿 は 人 び と に 受 け 入 れ られ や す い エ ピ ソ ー ドだ っ
た こ と が わ か る 。

こ の よ う に み て み る と、 ジ ェ フ ロ ワ に よ り 「モ

ネ 神 話 」 が 生 み 出 さ れ 、 時 代 を 追 う ご と に 強 化 さ

れ て い っ た こ とが 明 ら か に な る 。 《雨 の ベ リ ー ル 》

な ど 、 雨 や 嵐 の ベ リー ル を 描 い た 作 品 は 、 ジ ェ フ
ロ ワ の 「モ ネ 神 話 」 に と っ て 重 要 な 要 素 の ひ とつ

と し て機 能 し て い た と言 え よ う。
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